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問 福祉課 子育て支援係　☎ 22-3167

放 課後児童クラブ一覧 （令和 6 年 4 月見込み）

令和6年度

放課後児童クラブ入所のご案内

和６年４月から放課後児童クラブの入所を希望する人は、次のとおり期限までに申込みをしてください。

申込期限　１月 31 日 水 

令
● 入所申込

各放課後児童クラブに備え付けの「入所申込書」と必要書類を
添付して下記申込先に1月31日 ㈬までにお申込みください。

長期休業期間中のみ利用を希望する人も、この期限内にお申
込みください。

期日までに申込がない場合や定員を上回る申込があった場
合は、入所できないことがあります。

校区 クラブ名 ところ 申込先 負担金 時間

一の宮小
一の宮まどか
学童クラブ

一の宮小放課後
児童クラブ

まどか会
☎ 080-3711-0990

4,500 円

月～金
放課後～午後７時

土
午前 7 時 30 分～午後 7 時

長期休暇
午前 7 時 30 分～午後 7 時

阿蘇小
へきすい

元気っ子クラブ
ふわりの杜

（阿蘇小西側）

やまなみ会
☎ 35-5155
☎ 090-1782-0706

阿蘇西小
阿蘇西アイガモ

学童クラブ
阿蘇西小学校

低学年棟
阿蘇市社会福祉協議会
☎ 32-1127

内牧小
うちのまきスマイル

キッズクラブ
内牧小学校
体育館 2 階

波野小
波野

ハッピークラブ
波野小学校

ホール、図書館
波野学童クラブ親の会

☎ 090-3070-3531

就学援助（要保護・準用保護）の対象となっている小学１年から小学３年までの児童と、障がいのある児童は、各クラブに 

申請することで月額利用料（上限：5,000 円）が免除となります。詳しくは各放課後児童クラブにお尋ねください。

阿蘇市放課後児童クラブ利用料減免事業

※ 長期休暇中は、負担金が変わります。
　 年会費やスポーツ安全保険に加入のための保険料も別途必要となります（金額はクラブにより異なります）。

※ 午後６時以降の利用は延長料金が発生します。

放課後児童クラブとは

小学生の子どもがいる家庭で、保護者が仕事
などで昼間家にいないときに、子どもたちが安全
に過ごせる場所を提供します。子どもたちは授業
終了後、使っていない教室などで、遊びやいろいろ
な活動を行います。

市町村名 金額

阿蘇市 10 億 　539 万円

南小国町 2 億 3,400 万円

小国町 3 億 4,551 万円

産山村 8,135 万円

高森町 3 億 　　34 万円

南阿蘇村 4 億 7,155 万円

西原村 4,860 万円

合　 計 24 億 8,674 万円

阿蘇広域行政事務組合

令和 5 年第 3 回阿蘇広域行政事務組合議会定例会が開催され、 
令和 4 年度決算が承認されました。決算状況は次のとおりです。

阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住
民の皆さまの生命と財産を守り、生活環境民の皆さまの生命と財産を守り、生活環境
の整備と豊かで住みよい地域社会を作るたの整備と豊かで住みよい地域社会を作るた
めの仕事をしています。決算の詳しい内容めの仕事をしています。決算の詳しい内容
は、ホームページからもご覧いただけます。は、ホームページからもご覧いただけます。

阿蘇広域行政事務組合 ☎ 24-5111

一般会計決算状況

前年度 35 億 1,163 万円と比べて、1 億 8,630 万円の減となりました。

項目 金　額 構成率 説明

分担金及び負担金 24 億 8,674 万円 74.8%
当組合が行う事業のため、構成市町村
が負担するお金。市町村別の金額は右
表のとおり。

使用料及び手数料 1 億 5,491 万円 4.7%
ごみ処理手数料や火葬施設の使用料
等による収入。

国庫支出金 0 万円 0.0%
特定の事業を行うために国が交付す
るお金。

財産収入 302 万円 0.1% 基金の利子等による収入。

繰入金 4,720 万円 1.4%
組合事業の財源として基金から繰り
入れたお金。

繰越金 4,069 万円 1.2% 前年度からの繰越金。

諸収入 9,627 万円 2.9%
預金利子、受託事業収入および雑入に
よる収入。

組合債 4 億 9,650 万円 14.9%
大きな事業を行うために国や県、金融
機関から借り入れたお金。

合計 33億2,533万円 100%

歳入総額　33億2,533万円

市町村負担金一覧表

特別会計名 特別養護老人ホーム阿蘇みやま荘 養護老人ホーム湯の里荘 合計
歳入決算額 3 億 1,123 万円 1 億 8,289 万円 4 億 9,412 万円

歳出決算額 3 億 　190 万円 1 億 7,416 万円 4 億 7,606 万円

差引額 933 万円 873 万円 1,806 万円

前年度 34 億 7,094 万円と比べて、2 億 486 万円の減となりました。 
中部最終処分場第 3・4 区画改良工事の完了に伴う最終処分場運
営費と衛生処理施設建設事業等の元利償還完了に伴う公債費が減
額となったことなどが主な要因です。

項目 金　額 構成率 説明
議会費 701 万円 0.2% 構成市町村の議員で構成する組合議会の運営費。

総務費 1 億 2,067 万円 3.7%
組合の総括的な事務費。この中に介護認定審査会、障害支援区分認定審査
会の運営費も含まれています。

衛生費 18 億 4,893 万円 56.6% 生活に密接した事業費で、火葬施設および一般廃棄物処理施設の運営費。
消防費 10 億 5,004 万円 32.2% 消防、救急活動の費用。
公債費 2 億 3,943 万円 7.3% 国や県、金融機関などから借り入れたお金の返済費用。
合計 32 億 6,608 万円 100%

歳出総額　32億6,608万円

特別会計決算状況

検索阿蘇広域

令和 4年度決算報告
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お慶び ご寄付

赤ちゃん 10月31日受付分まで

赤ちゃん パパ ・ ママ （行政区）

犬
いぬかい

飼 綾
あ や と

人 博
ひろおみ

臣 ・ 恵
え り

里 （東 3 区）

松
まつむら

村 奏
か な た

汰 敦
あつひろ

洋 ・ 歩
あ ゆ み

美 （古神3 区）

三
み う ら

浦 あお 裕
ゆうすけ

祐 ・あゆみ（古城3の2区）

大
おおとも

友 梨
り あ

愛 正
ま さ お

雄 ・ 梨
り な

奈 （内牧5 区）

市
いちはら

原 亜
あ お

凰 伸
し ん じ

次 ・美
み ち こ

智子（ 竹 原 ）

𠮷
よしおか

岡 桃
と う り

李 航
こ う き

希 ・ 璃
り な

奈 （上西黒川）

阿
あ な ん

南 維
い と

仁 浩
ひ ろ き

樹 ・ 悠
ゆ づ き

月 （ 赤 水 ）

（10 月 31 日 時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 24,599人 11,623人 12,976人 11,695 世
帯

前月比 38人 減 7人 減 31人 減 13世帯 減 

人の動き

出生 死亡 転入 転出
11人 42人 80人 87人 （10/1～31）

昭和10年11月生米 寿

氏名 （行政区）

向
む か い

井 富
と み ち よ

千代 (古神3区)

首
しゅどう

藤 キクヨ ( 分1区 )

藤
ふじかわ

川 ヱイ子
こ

( 分2区 )

佐
さ と う

藤 アヤ子
こ

(分3 区 )

市
いちはら

原 トク代
よ

( 東仲町 )

井
い の

野 孝
たかよし

義 (古城3の1区)

山
やまおか

岡 力
り き お

男 (古城6区)

氏名 （行政区）

岡
おかざき

﨑 眞
ま さ み

佐美 (内牧2区)

樋
ひ ぐ ち

口 康
やすのり

則 (内牧2区)

福
ふくやま

山 千
ち ほ

保 (内牧2区)

村
むらかみ

上 節
せ つ を

雄 (内牧2区)

五
ご と う

島 スミエ ( 小 里 )

井
いのうえ

上 トミ子
こ

( 宇 土 )

藤
ふじばやし

林 マチヨ ( 今 町 )

氏名 （行政区）

日
ひ の

野 幸
さ ち こ

子 ( 坊 中 )

桐
きりはら

原 百
ゆ り こ

合子 ( 南黒川 )

江
え と う

藤 ツギエ ( 北黒川)

藤
ふじわら

原 洋
よういち

一 ( 乙 姫 )

荒
あ ら い

井 雅
まさいち

一 (狩尾3区)

杉
すぎしま

島 マル子
こ

( 跡ヶ瀬 )

10 月 31 日受付分まで結 婚

夫 妻 （行政区）

大
おおつか

塚 博
ひ ろ き

貴 市
いちはら

原 麻
ま き こ

季子（古神3 区）

中
なかむら

村 太
だいじゅ

寿 望
もちづき

月 未
み く

来 （上西黒川）

寄 付 阿蘇市社会福祉協議会(香典返し)10 月 31 日受付分まで

寄付者　   続柄 物故者 行政区

岩
いわなが

永 峯
み ね こ

子 夫 允
す け と

人 （町 1 区）

村
むらやま

山 利
としみつ

光 妻 佐
さ み こ

美子 （古神1区）

市
いちはら

原 修
しゅうじ

二 母 照
て る み

美 （分2 区）

山
や ま べ

部 スエ子
こ

夫 忠
ただかつ

勝 （分3 区）

寄付者　   続柄 物故者 行政区

阿
あそしな

　品 きよみ 夫 勉
つとむ

（古城3の1区）

石
い し い

井 ツルヨ 夫 廣
ひろとし

敏 （内牧1区）

木
き む ら

村 広
ひろのり

典 母 善
よ し こ

子 （内牧1区）

岩
いわなが

永 文
ふみひろ

博 母 す屋
や こ

子 （ 宇 土 ）

寄付者　   続柄 物故者 行政区

市
いちはら

原 良
りょうじ

二 母 市
いちはら

原 ユキ子
こ

（東黒川）

財
ざ い つ

津 みのり 母 　子
はつこ

（ 枳 ）

村
むらかみ

上 京
きょうこ

子 母 初
は つ え

恵 （ 赤 水 ）

岩
いわした

下 義
よしくに

国 父 次
つぎよし

義 （坂の上）

クリスマスコンサートクリスマスコンサート

　者さまやご家族、住民の皆さまに楽しい
ひとときを過ごしていただけるよう、院

内コンサートを開催します。
　クリスマスコンサートは、新型コロナウイル
ス感染症の影響で開催できていなかったため、
4 年ぶりの開催となります。
　奏者は、各地で活動している熊本ユースシン
フォニーオーケストラの皆さまで、小学生から
20 代の人たちがボランティアで演奏します。
　入場無料。多くのご来場をお待ちしています。

患 と　き　12 月 24 日 ㈰　午前 11 時～正午
ところ　阿蘇医療センター エントランスホール

参加費　無料

演　奏　熊本ユースシンフォニーオーケストラ

曲目　　
1．シンコペーテッド・クロック
2．ブルー・タンゴ
3．エグモント序曲
4．「くるみ割り人形」より　行進曲
5．「くるみ割り人形」より　トレパック
6．「くるみ割り人形」より　あし笛の踊り
7．行進曲「威風堂々」第 1 番
8．クリスマスフェスティバル

令和６年度採用 阿蘇医療センター職員募集 阿蘇医療センター職員募集
募集期限　１月４日㈭まで

試験会場　阿蘇医療センター

区分 職種
採用予定数 職務の概要など 受験資格

高卒程度
一般事務

病院事務に従事 昭和 63 年４月２日～平成 18 年４月１日までに生まれた人
１人程度

● 試験区分・受験資格など
医療センターHP

試験日　1 月 21 日㈰

問い合わせ先　事務部 総務課　☎ 34-0312

上記試験の合格者は、２月中旬頃に２次試験を行います。

Aso Medical Center

地域医療！

蘇 医 療 セ阿 通
ン タ ー

信
蘇蘇 医医 療療 セセ阿阿 通通

ンン タタ ーー
信信

阿蘇医療センター
☎ 34-0311
受付時間　8：30 ～ 11：30

（一部診療科を除く）
※ 診療は前日までの予約制です。

（緊急時と小児科を除く）
#95

広
告

広
告



人 権 作 文人 権 作 文令和４年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より  ※ 学年は令和4年度時点。

　

私
が
今
ま
で
人
権
学
習
を
通
し
て

思
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
な
ぜ
人
は
人
か

ら
聞
い
た
悪
い
う
わ
さ
を
す
ぐ
に
信
じ

る
の
か
」で
す
。人
は
い
い
う
わ
さ
に
は

「
へ
ぇ
、よ
か
っ
た
ね
。」で
聞
き
流
せ
る

の
に
、悪
い
う
わ
さ
を
聞
く
と
、「
へ
ぇ
、

マ
ジ
ね
。」と
返
し
、そ
こ
か
ら
ま
た
別

の
友
達
に
話
し
て
い
く
こ
と
で
、最
初
は

な
か
っ
た
う
わ
さ
が
生
ま
れ
、ま
た
別

の
人
へ
と
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。(
自
分
で
直
接
見
て
も
聞
い
て

も
な
い
情
報
を
、本
当
の
事
の
よ
う
に

事
実
と
し
て
受
け
取
り
、そ
れ
を
ま
た

別
の
人
に
伝
え
る
と
い
う
事
が
、い
つ
の

世
代
で
も
繰
り
返
し
起
こ
る
の
は
ど
う

し
て
だ
ろ
う)

と
思
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
水
俣
病
に
関
す
る
人
権
学

習
で
、「
感
染
し
て
い
る
人
に
近
づ
い
た

り
す
る
と
、う
つ
る
」な
ど
と
い
う
う
わ

さ
が
流
れ
、買
い
物
で
お
会
計
を
す
る

時
、お
金
も
触
ら
な
か
っ
た
り
す
る
な

ど
、多
く
の
差
別
の
実
態
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。患
者
ご
本

人
や
そ
の
家
族
の
幸
せ
を
も
奪
う
差
別

の
存
在
が
、怖
か
っ
た
で
す
。ま
た
、中

学
生
に
な
っ
て
学
習
し
た
部
落
問
題
学

習
や
ハ
ン
セ
ン
病
の
元
患
者
の
方
に
関

す
る
人
権
学
習
で
も
、差
別
が
起
き
て
、

人
の
幸
せ
を
奪
う
恐
ろ
し
い
出
来
事
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、小
学
校

で
学
習
し
た
こ
と
と
重
な
る
部
分
が
あ

り
ま
し
た
。

　

私
も
小
学
校
の
時
ま
で
、同
じ
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。人
か
ら
聞

い
た「
～
ら
し
い
よ
」と
い
う
う
わ
さ
を

勝
手
に
信
じ
、仲
の
い
い
友
達
に
言
っ
て

い
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
の
う
わ
さ
が
広

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ど
う
し
よ
う
と

思
っ
て
も
、も
う
遅
く
、私
は
一
人
の
友

達
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。そ
れ
か
ら
授
業
で
人
権
学
習
を

す
る
こ
と
に
な
り
、最
初
は
、(

人
権
と

か
よ
く
知
ら
な
い
か
ら
嫌
だ
な
あ)

と

思
い
な
が
ら
、授
業
を
受
け
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、学
習
す
る
う
ち
に
、(

本

当
で
は
な
い
う
わ
さ
を
流
さ
れ
た
人

は
、こ
ん
な
に
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
る

ん
だ
な)

と
気
づ
き
ま
し
た
。そ
し
て

(
自
分
の
友
達
や
家
族
に
こ
ん
な
思
い

を
さ
せ
た
く
な
い)

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、う
わ

さ
を
流
し
て
い
る
人
、流
そ
う
と
し
て

い
る
人
を
止
め
る
こ
と
で
す
。た
と
え
、

そ
の
人
と
友
達
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
て
も
、一
人
の
友
達
の
思
い

や
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
あ
げ
ら
れ
る

な
ら
ば
、私
は
満
足
だ
か
ら
で
す
。そ
れ

に
人
か
ら
聞
い
た
悪
い
う
わ
さ
は
信
じ

ず
に
、自
分
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
、

と
は
っ
き
り
言
え
る
情
報
だ
け
を
信
じ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。身
近
な
人
で

あ
り
も
し
な
い
う
わ
さ
で
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
、少
し
で
も
早
い
う
ち
に
助

け
、相
談
に
乗
っ
て
、抱
え
て
い
る
悩
み

を
私
や
友
達
と
一
緒
に
解
決
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

玲
奈
さ
ん
は
、
い
つ
も
明
る
く
、

誰
に
対
し
て
も
分
け
隔
て
な
く
思

い
や
り
を
持
っ
て
接
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
存
在
で

す
。
そ
し
て
、
人
権
学
習
で
学
ん

だ
こ
と
を
通
し
て
、
改
め
て
自
分

自
身
の
こ
と
を
見
つ
め
直
し
、
よ

り
一
層
周
り
の
友
達
の
支
え
に
な

り
た
い
と
い
う
温
か
い
想
い
が
こ

の
作
文
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
っ
す
ぐ
な
芯
の
強
さ
を

持
っ
た
玲
奈
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

も
周
り
の
人
を
想
い
、
そ
し
て
自

分
自
身
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
大

き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
応

援
し
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「今の自分にできること」

一の宮中学校　2 年

森
もりなが

永　玲
れ い な

奈
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令
和
５
年
度

阿
蘇
市
男
女
共
同
参
画
川
柳 

入
選
作
品

《
小
・
中
学
校
の
部
》          

あ
な
た
は
ね　

世
界
に
一
つ
の　

宝
物

内
牧
小
学
校
６
年　

西
田　

扶
巧

土
曜
日
に　

料
理
を
作
る　

主
婦
と
主
夫

内
牧
小
学
校
６
年　

菊
川　

留
嘩

生
き
て
い
れ
ば 

み
ん
な
ち
が
う
こ
と
は 

た
く
さ
ん
あ
る

内
牧
小
学
校
６
年　

橋
本 

紗
奈

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　

母
は
ス
ポ
ー
ツ　

父
は
主
夫

内
牧
小
学
校
５
年　

内
野　

晴
心

母
の
日
の　

父
の
ま
か
な
い　

お
い
し
い
な

内
牧
小
学
校
５
年　

内
野　

晴
心

こ
の
世
界　

キ
ミ
が
い
な
い
と　

成
り
立
た
な
い

阿
蘇
西
小
学
校
６
年　

下
村　

紗
愛

お
互
い
に　

認
め
支
え
合
い　

生
き
て
ゆ
く

阿
蘇
西
小
学
校
６
年　

髙
坂　

空
我

受
け
入
れ
る　

認
め
合
う
の
が　

や
さ
し
い
社
会

阿
蘇
西
小
学
校
６
年　

緒
方　

由
花
里

性
別
で　

き
め
つ
け
な
い
で　

わ
た
し
の
夢

一
の
宮
小
学
校
６
年　

中
島　

彩
貴

家
事
分
担　

家
族
全
員　

え
が
お
さ
く

一
の
宮
小
学
校
６
年　

中
島　

彩
貴

　

阿
蘇
市
で
は
、家
庭
、学

校
、職
場
や
地
域
な
ど
身
近

な
と
こ
ろ
で
す
べ
て
の
人
が
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
由
に
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。市
内
に
住

ん
で
い
る
人
や
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、男
女
共

同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
た

め
の
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
句
数（
高
校
・一
般

の
部 

２
５
３
句
、
小
・
中

学
校
の
部 

２
１
６
句
）

の
中
か
ら
、最
優
秀
賞
各 

１
点
、優
秀
賞
各
10
点
を
男

女
共
同
参
画
審
議
会
で
選
定

し
ま
し
た
。

《
小
・
中
学
校
の
部
》

パ
パ
違
う　
手
伝
い
じ
ゃ
な
い　
協
力
ば
い

阿
蘇
西
小
学
校
６
年　

佐
藤　

言
峯

《
高
校
・
一
般
の
部
》

支
え
ら
れ　

次
は
自
分
が　

支
え
る
番

阿
蘇
中
央
高
校
３
年　

渡
邊　

豪
希

最
優
秀
賞

優
秀
賞

《
高
校
・
一
般
の
部
》  

共
働
き　

家
事
も
一
緒
に　

共
働
き

阿
蘇
中
央
高
校
３
年　

道
園　

彩
純

や
っ
と
く
ば
い　

そ
の
一
言
で　

元
気
百
倍

阿
蘇
中
央
高
校
３
年　

甲
斐　

真
優 

愛
の
ム
チ　

怒
ら
れ
る
の
も　

愛
の
う
ち

阿
蘇
中
央
高
校
３
年　

齊
藤　

颯
翼 

大
丈
夫
？　

ま
ず
は
そ
こ
か
ら　

初
め
よ
う

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

三
城　

優
莉
菜

進
む
道　

性
別
だ
け
じ
ゃ　

決
ま
ら
な
い

阿
蘇
中
央
高
校
１
年　

宇
藤　

奏
斗

二
刀
流　

父
に
も
母
に
も　

金
メ
ダ
ル

一
般　

磯
﨑　

文
子

ほ
ぐ
し
た
い　

肩
こ
り
腰
痛　

固
定
観
念

一
般　

坂
梨　

仁
奈

あ
り
が
と
う　

心
が
育
つ 

魔
法
だ
よ

一
般　

内
藤　

聖
子

大
切
に　

自
分
ら
し
さ
の　

宝
物 

一
般　

瀬
﨑　

怜

我
が
家
は　
仕
事
も
家
事
も　
支
え
愛

一
般　

富
﨑　

良
広
告


